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2003 
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プ：喫煙習慣の全死因、がん、肺がん死亡への影響に関する研究：NIPPON DATA80．
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American Journal of Clinical Nutrition 80:58-63, 2004 

10) Okamura T, Hayakawa T, Kadowaki T, Kita Y, Okayama A, Elliott P, Ueshima H for the 

NIPPON DATA80 Research Group：A combination of serum low albumin and 

above-average  cholesterol level is associated with excess mortality. Journal of Clinical 

Epidemiology 57:1188-1195, 2004 

11) Sekikawa A, HayakawaT: Prevalence of hypertension, its awareness and control in adult 

population in Japan. Journal of human Hypertension 18(12):911-2, 2004. 
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asthma care in Japan. Journal of Epidemiology 14(3):100-103, 2004 

16) Fujita Y, Ito C, Mabuchi K.: Surveillance of mortality among atomic bomb survivors 
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平成 16(2004)年 3 月 69-74,2004 
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補助金「特定領域研究」「環境安全学の創成と教育プログラムの開発」第２回

シンポジウム．平成 16 年 7 月 23 日、金沢大学， 13-18,2004 

19) 早川岳人，岡村智教，上島弘嗣，谷原真一，岡山明，喜多義邦，藤田委由：国

民の代表サンプル用いた高齢者日常生活動作の５年間の推移．厚生の指標

51(13):7-12,2004 

20) 谷原真一：食品に起因する感染症の動向．公衆衛生：68(10):811-814,2004 
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1) 天野宏紀，藤田委由，谷原真一，多田學：島根県Ｈ町における痴呆予防教室の

評価～かなひろいテストを評価スケ－ルとして～．第13回日本疫学会学術総会．

福岡，2003 年 1 月 

2) 谷原真一，藤田委由，水谷隆史，近藤尚己，山縣然太朗：１歳６か月健康診断

受診児の事故経験歴に関する調査．第 13 回日本疫学会学術総会．福岡，2003 年
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3) 谷原真一，藤田委由，星山佳治，川口毅：脂肪肝診断に関する肝機能検査の感
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度特異度分析．第 73 回日本衛生学会総会．大分，2003 年 3 月 

4) 谷原真一, 藤田委由, 田中太一郎, 岡村智教, 岡山明, 武林亨, 由田克士, 上

島弘嗣：職域における生活習慣病予防のための長期介入研究－飲酒習慣の推移．

第 12 回日本健康教育学会．那覇，2003 年 6 月 

5) 矢野香，広瀬美和子，早川岳人，天野宏紀，谷原真一，藤田委由，多田學：島

根県多伎町における基本健康受診者のヘモグロビンＡ１ｃ値と空腹時血糖．第

62 回日本公衆衛生学会総会．京都，2003 年 10 月 

6) 藤田委由，早川岳人，天野宏紀，谷原真一．ヘモグロビンＡ１ｃと喫煙習慣の

関連．第 62 回日本公衆衛生学会総会．京都，2003 年 10 月 

7) 豊川智之，小林廉毅，岡本悦司，谷原真一：保険者におけるレセプト情報を用

いた調査分析の現状．第 62 回日本公衆衛生学会総会，京都，2003 年 10 月 

8) 早川岳人，岡村智教，門脇崇，岡山明，喜多義邦，谷原真一，藤田委由，上島

弘嗣：国民の代表サンプルを用いた高齢者の日常生活動作能力の５年間推移（Ｎ

ＩＰＰＯＮ ＤＡＴＡ８０）．第 62 回日本公衆衛生学会総会．京都，2003 年

10 月 

9) 吉井健哲，大津忠弘，田中知徳，高尾総司，落合裕隆，谷原真一，津田敏秀，

中瀬克己：福山市における麻疹流行と予防接種実施状況について第1報・その1．

第 62 回日本公衆衛生学会総会，京都，2003 年 10 月 

10) 大津忠弘，吉井健哲，田中知徳，高尾総司，落合裕隆，谷原真一，津田敏秀，

中瀬克己：福山市における麻疹流行と予防接種実施状況について第1報・その2．

第 62 回日本公衆衛生学会総会，京都，2003 年 10 月 

11) 谷原真一，藤田委由，津田敏秀，大津忠弘，岡田尚久，中村好一．食中毒事件

届出の現状及び事件数の推計に関する調査．第 62 回日本公衆衛生学会総会．京

都，2003 年 10 月 

12) 西本美和，山川正信，岡村智教，神田秀幸，早川岳人，井下英二，角野文彦，

寺尾敦史：健康づくりの Population Strategy 1 ～健康講座を実施して～．第

62 回日本公衆衛生学会総会．京都，2003 年 10 月 

13) 神田秀幸，西本美和，早川岳人，山川正信，井下英二，角野文彦，寺尾敦史，

岡村智教，上島弘嗣：健康づくりの Population Strategy 2 ―簡易生活習慣質

問票による歩行奨励事業の評価－．第 62 回日本公衆衛生学会総会．京都，2003

年 10 月 

14) Miyamatsu N, Hayakawa T, Kadowaki T, Kita Y, Okamura T, Okayama A, Ueshima H: 
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Different Infruence of Blood Pressure on Cardiovascular Death in accordance with 

Body Mass Index Levels among Japanese Population; NIPPON DATA. The 26th Annual 

Scientific Meeting of the Japanese Society of Hypertension, October 2003 

15) 岡村智教，早川岳人，門脇崇，喜多義邦，岡山明，上島弘嗣：日本人の代表集

団における安静時心拍数と死因別死亡に関する 16.5 年間のコホート研究－

NIPPON DATA80－．第 26 回日本高血圧学会総会．宮崎，2003 年 10 月～11 月 

16) 上島弘嗣，笠置文善，児玉和紀，早川岳人，喜多義邦，門脇崇，岡村智教，岡

山明，日本データ研究班：NIPPON DATA を用いた健康度評価チャートの作成．第

26 回日本高血圧学会総会．宮崎，2003 年 10 月～11 月 

17) 中村保幸，環慎二，天本健司，岡村智教，門脇崇，早川岳人，喜多義邦，岡山

明，中村好一，上島弘嗣：食習慣と高血圧有病率の地域格差－NIPPON DATA80 女

性における栄養疫学的検討．第 26 回日本高血圧学会総会．宮崎，2003 年 10 月

～11 月 

18) 谷原真一，中村好一，津田敏孝，大津忠弘，藤田委由：臨床医の食中毒事件届

出に対する意識に関する調査．第 14 回日本疫学会学術総会，山形，2004 年 1 月 

19) 谷原真一，小林廉毅，藤田委由：国民医療費における喘息医療費の影響に関す

る時系列的検討．第 74 回日本衛生学会総会．東京，2004 年 3 月 

20) 谷原真一，藤田委由：１歳６か月健康診断受診児の事故経験歴に関する調査．

第 13 回日本健康教育学会．栃木，2004 年 6 月 

21) 藤田委由：大学における労働安全衛生の対応について．文部科学省科学研究費

補助金「特定領域研究」「環境安全学の創成と教育プログラムの開発」第 2回

シンポジウム．金沢，2004 年 7 月 

22) 藤田宏人，堤映美，増原吉郎，梶浦靖二，藤田委由，吉村安郎：出雲市におけ

る小学校でのフッ化物洗口事業．第 63 回日本公衆衛生学会．松江，2004 年 10

月 

23) 谷原真一：地域における医療費分析に関する研究．第 63 回日本公衆衛生学会総

会，松江，2004 年 10 月 

24) 神田秀幸，岡村智教，早川岳人，門脇崇，上島弘嗣：わが国のアニメーション

映画における喫煙場面の実態．第 63 回日本公衆衛生学会総会．松江，2004 年

10 月 

25) 西信雄，杉山裕美，児玉和紀，早川岳人，岡山明，上島弘嗣：市街地居住者と

農漁村居住者の循環器疾患死亡率の比較（NIPPON DATA80）．第 63 回日本公衆衛
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生学会総会．松江，2004 年 10 月 
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